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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
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安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

100

1,297

1,297

 5年度

100

975

975

 6年度

100

1,345

1,345

 6年度

100

963

963

 7年度

100

1,573

1,573

 8年度

100

1,573

1,573

 9年度

100

1,720

1,720

10年度

0

1,573

1,573

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  4 月 1 8 日 更 新

職員採用事務

   1 自治の健幸 総務部 坂井　竹志

   2 行政経営の推進・改革 総務課 山田　襟香

   5 職員の人材育成と効果的な組織運営 人事班 1225

地方公務員法第15条

一般   2   1   1    10938
単年度のみ 単年度繰返 18

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

熊本県町村会取りまとめによる共同試験を年１回（９月）実施。職員採用時について、能力の実証と公平な採用を行うため
。地方公務員法に定める職員採用に関する根本基準は変化なく、他の自治体においても同様に実施している。また、令和 5
年度からは受験者の利便性を高めるため、テストセンター方式による試験も実施し、令和６年度からは中途採用試験も実施
した。

【申込み】公告、市広報紙、ホームページにより募集を行う。
【第1次試験】申込者に対し第1次試験（筆記試験）を実施する。
【第2次試験】第1次試験合格者に対し第2次試験（個別面接）を実施する。
【第3次試験】第2次試験合格者に対し第3次試験（個別面接）を実施する。
【合格者決定】合格者を決定し、職員採用候補者名簿に登載する。

【款】２総務費　【項】１総務管理費　【目】１一般管理費　【節】１０消耗品費　１２委託料　１８負担金

6年度事務事業の成果・実績
退職や新規事業により不足分補充のため10月採用の職員採用試験を7月から8月にかけて実施し、受験者の利便性の向上を図るため第1次試験は
テストセンター方式で行い3名採用できた。また町村会実施の統一試験を9月22日に実施した。募集人数15名に対し、最終合格者数は12名とな
った。R7.1月に追加採用試験をテストセンター方式で実施し、合格者は3名となった。最終の採用者数は合計15名となり、計画通りの人員確保
ができた。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
共同試験については、前年度と同様。民間企業就職希望者が増え、今後受
験者数の減少や採用辞退者の増加が見込まれることから、大卒枠について
は共同試験を止め、市単独での採用試験を実施し受験者の確保に努める。

菊池ブロックでの共同採用試験廃止に伴い人員動員が不要となった
ことによる時間外手当の減

不正等なくスムーズに、適正な採用試験が実施できた割合 ％

％

令和6年10月中途採用試験を実施したことにより、年度途中人員不足を早期に解消することができ、職務経験者枠を実施したことにより、即戦
力の人材確保につながった。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


